
 

 

 

 

 

 

 

原子炉システムの技術評価項目の 

抽出・評価結果 
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１．高燃焼度炉心・燃料：革新技術の概要 
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高燃焼度炉心・燃料：技術評価項目の抽出 
 

 

15



 

 

高燃焼度炉心・燃料：技術評価結果 

設備区分 評価対象技術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 
評価項目 評価結果 

分類 評価項目 ＊1 
結果 採否 

炉心・燃料 高燃焼度炉心・燃料 

設計成立性 

炉心設計 高燃焼度炉心核熱設計・燃料健全性評価 ○ 

採用 
機器設計 

ＯＤＳ鋼被覆管照射健全性 △ 

ＯＤＳ鋼被覆管再処理システム適合性 △ 

水素化ジルコニウム遮へい体照射健全性 ○ 

製作性 機 器 の 製

作性 内部ダクト付燃料集合体製作性 ○ 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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２．安全性向上技術：革新技術の概要 
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安全性向上技術：技術評価項目の抽出 
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安全性向上技術：技術評価結果 

設備区分 評価対象技術 

採否判断に係る評価事項 

評価の

視点 

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 ＊１
結果 採否

炉心・燃料 安全性向上技術 
設計成

立性 

安全設

計の成

立性 

受動的炉停止系(自己作

動型炉停止機構（SASS）)

SASS の制御棒保持力、切離れ温度、応答性 ○ 

 
採用

SASS による受動的炉停止能力 ○ 

炉心損傷時の再臨界回避

技術 
炉心損傷事故シナリオ成立性 
（原子炉容器内事故終息達成見通し） 

○ 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 

19



 

 

３．コンパクト化原子炉構造：革新技術の概要 
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コンパクト化原子炉構造：技術評価項目の抽出 
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コンパクト化原子炉構造：技術評価結果(1/2) 

設

備

区

分 

評価対象 

技  術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 
＊１ 

結果 
採否 

原

子

炉

構

造 

コンパクト化原子炉構造 

(ホットベッセル) 

設計成立性 

 

機器・システム設計 

 

ルーフデッキ 炉上部配置の成立性 ○ 

採用 

燃料交換機  

原子炉容器 

高温構造設計評価技術の整備 ○ 

運転時、過渡時の構造健全性 ○ 

必要肉厚、裕度 ○ 

溶接部の長期健全性 ○ 

ＵＩＳ 構造健全性 ○ 

ＤＨＸ  

上部プレナム 

サーマルストライピング対策 ○ 

ガス巻き込み対策 ○ 

液中渦対策 ○ 

温度成層化影響への対策 ○ 

地震時スロッシング評価 ○ 

炉心支持構造 

運転時、過渡時の構造健全性 ○ 

中性子照射による長期健全性 ○ 

耐震評価手法の整備 ○ 

炉内計装設備 

スリット部の検出性(FFDL、炉心温度) ○ 

監視用温度計装の必要性 ○ 

炉内 NIS 検出性能向上対策(直管化対応) ○ 

健全性評価(流力振動、施工性) △ 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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コンパクト化原子炉構造：技術評価結果(2/2) 

設

備

区

分 

評価対象 

技  術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 
＊１ 

結果 
採否 

原

子

炉

構

造 

コンパクト化原子炉構造 

(ホットベッセル) 

製作性 

材料の製作性 

大型リング鍛鋼品 

(高温薄肉部) 

製作性評価(成分制御性、鍛錬性) △ 

採用 

設計許容値(文献調査、既存知見の整理結果) △ 

素材メーカの製造能力と設備拡張の必要性 △ 

大型リング鍛鋼品 

(低温厚肉部) 
炉心支持構造(取付台)、炉容器支持フランジ部の設計許容値と製作性検討結果 △ 

機器の製作性 

ルーフデッキ 狭隘部での配置を成立させる炉上部製作性 ○ 

燃料交換機 ○ 

原子炉容器 ○ 

ＵＩＳ 炉内計装設置性 ○ 

上部プレナム ディッププレート構造 ○ 

炉心支持構造 支持スカート部(炉容器側、炉心側)の製作性 ○ 

炉内計装設備 FFDL セレクタバルブ、サンプリング配管施工性 ○ 

運転・保守性 

運転性 起動日数の評価 ○ 

保守・補修性 

（机上検討による） 

【装置開発は 2011 年

以降】 

想定規制要求検査への対応性 ○ 

想定自主要求検査への対応性 ○ 

想定補修内容への対応性 ○ 

トラブル対応等のためのアクセス性 ○ 

経済性 建設コスト等 

物量 ○ 

経済性評価 － 

設備投資(素材メーカの鍛造設備) △ 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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４．9Cr 鋼製大口径配管を用いた２ループシステム：革新技術の概要 
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9Cr 鋼製大口径配管を用いた２ループシステム：技術評価項目の抽出 
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９Ｃｒ鋼大口径配管を用いた２ループシステム：技術評価結果 
設

備

区

分 

評価対象技術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 
＊１ 

結果
採否

冷

却

系 

９Cr 鋼大口径配管を

用いた２ループシステ

ム 

設計成立性 

安全設計 
代表事象の成立性 

LOF（流量減少）型事象評価 ○ 

採用

冷却材漏えい事故評価 ○ 

配管流量計測の実現性 ○ 

機器・システム設計 

ホットレグ配管の成立性 

構造健全性 
○ 

○ 

流動及び振動特性 
○ 

○ 

耐震性 ○ 

コールドレグ配管の成立性
流動及び振動特性 ○ 

耐震性 ○ 

外管の成立性 
外管健全性（耐熱性） ○ 

外管の機能維持 ○ 

ＬＢＢ評価成立性 ○ 

製作性 機器の製作性 
薄肉大口径配管（直管）の製作性 ○ 

薄肉大口径配管（エルボ）の製作性 ○ 

運転・保守性

運転性 連続漏えい監視設備の適用性 ○ 

保守・補修性 

想定規制要求検査への対応性 ○ 

想定自主検査内容への対応性 ○ 

想定補修内容への対応性 ○ 

トラブル対応等のためのアクセス性の程度 △ 

経済性 建設コスト 
物量 ○ 

経済性評価 ― 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
 
 

26



 

 

５．ポンプ組込型中間熱交換器：革新技術の概要 
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ポンプ組込型中間熱交換器：技術評価項目の抽出 
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ポンプ組込型中間熱交換器：技術評価結果 

設

備

区

分 

評価対象技術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 
評価項目 評価データ 

分類 評価項目 ＊１ 
結果 採否 

１

次

冷

却

系 

ポンプ組込型中

間熱交換器 

設計成立性 機器・システム設計 

システム全般 

ポンプ内液面部のガス巻込み・ガス抜き特性 ○ 

採用 

ポンプ内液面部液位安定性 ○ 

IHX 上部プレナム部の流力振動 ○ 

ポンプ（健全性） 
ポンプ耐震性 ○ 

事故時のバウンダリ健全性 ○ 

ポンプ（主軸） 
軸系の回転安定性 ○ 
回転安定性監視手法 ○ 

ポンプ（熱設計） 内部温度分布及び上部冷却特性 ○ 
ＩＨＸ伝熱管健全性 ポンプ振動による伝熱管摩耗防止 ○ 

製作性 

材料の製作性 改良 9Cr 鋼による各部位（IHX 伝熱管、管板）用部材の製作性 ○ 

機器の製作性 
溶接構造となるポンプ主軸の製作性 ○ 
IHX 上部プレナム部構造の製作性 ○ 
改良 9Cr 鋼による各部位（IHX 伝熱管、管板、CSEJ 等）の製作性 ○ 

運転・保守性 

運転性 運転回転数の制御性 ○ 

保守・補修性 
（ 机 上 検 討 に よ る

（装置開発は 2011
以降）） 

想定規制要求検査への対応性 ○ 

想定自主検査内容への対応性 ○ 

想定補修内容への対応性 ○ 

トラブル対応等のためのアクセス性の程度 △ 

経済性 建設コスト 物量 ○ 
＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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６．直管 2 重伝熱管蒸気発生器：革新技術の概要 
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直管 2 重伝熱管蒸気発生器：技術評価項目の抽出 
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直管 2 重伝熱管蒸気発生器：技術評価結果 

設

備

区

分 

評価対象

技術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点 

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 
＊１ 
結果 

採否 

２

次

冷

却

系 

直管 2 重

伝熱管蒸

気発生器 

設計成立性 

安全設計 水リーク時安全性（及び資産保護性） 
2 重管の破損伝播防止シナリオの成立性 ○ 

採用 

水リークに伴う破損伝播特性及び影響評価 ○ 

機器・システム設計 

伝熱流動性能 ○ 
管板 構造健全性 ○ 

高 Cr 鋼製熱膨張差吸収機構（CSEJ） 構造健全性 ○ 

伝熱管 伝熱管座屈に対する構造健全性 ○ 

製作性 
材料の製作性 長尺 2 重伝熱管の製作性 △ 
機器の製作性 厚肉管板の製作性 ○ 

運転 
・保守性 

保守・補修性 
（机上検討による（装

置開発は 2011 以

降）） 

想定規制要求検査への対応性 ○ 

想定自主検査内容への対応性 ○ 

想定補修内容への対応性 ○ 

トラブル対応等のためのアクセス性の程度 △ 
経済性 建設コスト 物量 － 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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７．自然循環除熱式崩壊熱除去システム：革新技術の概要 
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自然循環除熱式崩壊熱除去システム：技術評価項目の抽出 
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自然循環除熱式崩壊熱除去システム：技術評価結果  

設備区分 評 価 対 象 技

術 

採否判断に係る評価事項 

評価の視点

評価項目 評価結果 

分類 評価項目 ＊１ 
結果 採否 

崩壊熱除

去系 

完 全 自 然 循

環 式 崩 壊 熱

除去システム 

設計成立性

安全設計 
崩壊熱除去特性評価の成立性 
（完全自然循環方式による炉心冷却の考え方） ○ 

採用 

崩壊熱除去系の信頼性 ○ 

機器・システム設計 

DRACS 用熱交換器(DHX)の除熱性能の成立性 ○ 

PRACS 用熱交換器(PHX)の除熱性能の成立性 ○ 

漏えい対策と整合の取れた AC 除熱特性の成立性 ○ 

自然循環除熱による熱過渡に対する構造健全性 ○ 

製作性 機器の製作性 改良 9Cr 鋼薄肉管（DHX、PHX 伝熱管）の製作性 ○ 

運転・保守 
性 

運転性 1 ループメンテナンス時の崩壊熱除去の成立性 ○ 

全ループサイフォンブレイク時の崩壊熱除去の成立性 ○ 

保守・補修性 

想定規制要求検査への対応性 ○ 

想定自主検査内容への対応性 ○ 

想定補修内容への対応性 ○ 

トラブル対応等のためのアクセス性の程度 ○ 

経済性  物量 ○ 

経済性評価 ― 

＊１： ○・・・評価結果問題なし、△・・・残された課題あり、×・・・解決困難な問題あり 
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